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くもり空の下、今年も行進団は葉山町役場から出発し、本降りの雨の中を逗子市

池子ゲート前まで歩きました。

平和行進は、東京から広島までを歩き通す行進者と県内を歩き通す行進者、各地域

のコースを歩く行進者がリレーしていくもので、葉山逗子コースは毎年５月１５日に行わ

れます。

葉山では、山梨町長、畑中町議会議長の激励を受け、みきさんも近藤昇一町議と

ともに参加しました。先頭の宣伝カーから、核兵器廃絶を願う平和行進の訴えを語

りかけているのは、聞き覚えのある声だと思っていたら、被災地支援から帰ったばかり

のみきさんでした。

通し行進者の皆さんが、明るく元気に手を振りながら先頭に立って歩く姿が、とても

印象的でした。

被爆国日本が、世界から核兵器をなくし、恒久平和に貢献することを願

うと同時に、福島原発事故におびえながら生活している今の状態を許して

はならないこと。そして、同じように横須賀を母港とする原子力空母の存

在が、危険で恐ろしいものだという思いをさらに強くした一日でした。

くぼたみき
先の３月定例会では、来年度予算について議論や町長質問を行い、その

中で、町長から「小児医療費助成制度拡充」に取り組む意思はみられず質

疑を重ねた結果、「何とか考えていく」との答弁を得ました。皆さんも目

にしたことがあると思いますが、町長選挙のマニフェストとして７項目を

上げた内のひとつに「小児医療費助成制度拡充」があり、その実現を待ち

望んでいる方も少なくないはずです。あまりにも消極的な町長の姿勢を見

直してもらうためにも、共産党が二議席となったことで、議案提案権を得、

最初の条例提案として「小児医療費助成制度の拡充」を提案しました。当

初、「中学卒業まで・所得制限なし」で提案しましたが、より実現しやす

くするために、他の議員の声と合わせて「小学6年生まで・所得制限付き」

としました。しかし、町は６月の定例会に補正予算として「小学4年生まで・

所得制限付き」を議案として出す予定をしているそうです。

町の議案内容で納得するか、更に一歩進めるために提案どおり主張する

か、会派で検討し、教育民生常任委員会の中で話し合っていきます。

5月11日～13日で10名で宮城県東松島に５回目の被災地支援に行ってきま

した。今までに石巻市に３回、3月には葉山ボランティアネットワーク主催

のボラバスでは東松島でした。一年経ってやっと床下の泥だし作業をする

お宅や津波当時のままの住宅の多さを目の当たりにして、地域によっての

復興の遅れにも衝撃を受けました。今回の作業は仮設住宅の側溝の清掃や、

庭に積もったままのヘドロ（暑くなると悪臭やハエが発生します）の除去。

空き地となったところを畑にしたくとも地中深くまで瓦礫が混じってお

り、簡単にはいかない現状です。被災された方が支援を受けるだけでなく、

一緒に作業する姿や、廃校となる学校にボランティアコーディネーターと

して住みながら活動される方もいました、短い時間でしたが、現地での交

流がとても実のあるものとなっています。支援に出向く回数を重ねるだけ

でなく、葉山で出来る事や葉山でしか出来ないことも考えて支援を続けて

いきたいです。
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平和と核兵器をなくすことを願って

５・１５ 平和行進

６月議会は６月６日から始まります。
一般質問が６日～８日までの予定です。

多くの方の議会傍聴をお待ちしております。


